
事 業 年 度 4月1日から翌年3月31日
基 準 日 定時株主総会　　　　　3月31日

剰余金の配当
期末配当　　　　　　3月31日
中間配当を行う場合　9月30日

その他必要がある場合には、予め公告をして基準日を定めます。

単 元 株 式 数 100株
株主名簿管理人 東京都中央区八重州一丁目2番1号

みずほ信託銀行株式会社
事務取扱場所 東京都中央区八重洲一丁目2番1号

みずほ信託銀行株式会社　本店証券代行部
郵便物送付／電話
お問い合わせ先

〒168-8507
東京都杉並区和泉二丁目8番4号
みずほ信託銀行株式会社　証券代行部
TEL．0120-288-324（フリーダイヤル）

公 告 方 法 電子公告(http://www.softcreate.co.jp)
なお、事故その他やむを得ない事由によって電子公告による公告
をすることができない場合は、日本経済新聞に掲載して行います。

上場証券取引所 株式会社東京証券取引所　市場第２部
証 券 コ ー ド ３３７１

【株式事務に関するご案内】
●証券会社でお取引をされている株主様
お 手 続 き
お問い合わせ先 お取引のある証券会社

お手続き内容 住所変更、単元未満株式の買取・買増請求、
配当金受取り方法のご指定、相続に伴うお手続き等

●特別口座に記録されている株主様
特別口座管理機関 東京証券代行株式会社
郵便物送付先
(連 絡 先 )

〒168-8522
東京都杉並区和泉二丁目8番4号
東京証券代行株式会社　事務センター
TEL．0120-49-7009（フリーダイヤル）
取次事務は、中央三井信託銀行株式会社の本店及び全国各支
店で行っております。

お手続き内容 住所変更、単元未満株式の買取・買増請求、
配当金受取り方法のご指定、相続に伴うお手続き等

特別口座での
留 意 事 項

①特別口座では、株式の売却はできません。売却するには、証
券会社にお取引の口座を開設し株式の振替手続を行う必要が
ございます。

②電子化前に名義書換を失念してお手元に他人名義の株券があ
る場合は至急ご連絡ください。

● 未払配当金の支払い、支払明細等の発行に関する手続きは当社株主名簿管理人
（みずほ信託銀行）が承ります。

お 手 続 き
お問い合わせ先

〒168-8507
東京都杉並区和泉二丁目8番4号
みずほ信託銀行株式会社　証券代行部
TEL．0120-288-324（フリーダイヤル）

お 取 扱 店 みずほ信託銀行株式会社　本店及び全国各支店
みずほインベスターズ証券株式会社　本店及び全国各支店

株主メモ
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■セグメント別売上高（H21/3期）

売上高
10,349百万円

プロダクト系SIサービス
3,111百万円
（30.1％）

インターネット通信販売事業
2,723百万円
（26.3％）

ITインフラ提供事業
1,550百万円
（15.0％） システムインテグレーション事業

6,075百万円
（58.7％）

売上総利益
3,208百万円

プロダクト系SIサービス
1,635百万円
（51.0%）

インターネット通信販売事業
188百万円
（5.9%）

ITインフラ提供事業
255百万円
（7.9%）

システムインテグレーション事業
2,764百万円
（86.2%）

（　）内の％は売上高全体に占める割合であります。

（　）内の％は売上総利益全体に占める割合であります。

■セグメント別売上総利益（H21/3期）

ますますご清栄のこととご拝察申しあげます。

また、平素より格別のご高配を賜り、厚くお礼申しあげま

す。

①事業の状況

　当連結会計年度におけるわが国経済は、世界的な金融危機

から経済不安が深刻化したことにより、国内外ともに景気後

退が顕在化し、急激な円高や急速な需要減退など、大変厳し

い状況となりました。

　当社グループが属するIT関連業界におきましては、年度前

半の情報関連投資は底堅く推移したものの、後半に入り企業

収益の大幅な悪化による新規投資の先送りや買い控え傾向が

強まり、経営環境は一段と厳しい状況となっております。

　このような状況の中で、当社グループの主力製品である

ECサイト構築パッケージ「ecbeing」やウェブフォーム・

ワークフロー ｢X-point」等のプロダクト系SIサービスを中

核とした業績拡大を推進してまいりました。

　これらの結果、売上高は103億49百万円（前期比1.0％増）、

営業利益は10億65百万円（同4.9％増）、経常利益は10億75

百万円（同1.1％増）、当期純利益は3億26百万円（同43.7％

減）となりました。

②事業の区分別状況

　事業区分別の業績は次のとおりです。

（システムインテグレーション事業）

　プロダクト系SIサービス、受託開発系SIサービス、市販パ

ッケージソフト提供サービス、ネットワーク構築保守サービ

スの4つのサービスから構成されております。

　ECサイト構築パッケージ「ecbeing」の販売、それに伴

うホスティングサービス及び保守が引き続き拡大したこと、

並びにウェブフォーム・ワークフロー「X-point」の販売増

により、プロダクト系SIサービスが伸張し、売上高は60億

75百万円（前期比0.9％増）、売上総利益は27億64百万円（同

4.3％増）と伸長を図る結果となりました。

（ITインフラ提供事業）

　法人顧客向けにIT機器を販売する事業を行っております。

　ITインフラ提供事業は、IT投資抑制による買い控えの影響

を受けて、パソコン、サーバー及びネットワーク機器等の販

売が減少したことにより、売上高は15億50百万円（前期比

6.2％減）となりましたが、売上総利益は利益率の向上によ

り2億55百万円（同7.6％増）となりました。

（インターネット通信販売事業）

　主に個人顧客向けに当社のインターネット通販サイト「特

価COM」を通じてIT機器等を販売する事業であります。

　インターネット通信販売事業は、前期に引き続き家電や生

活雑貨等の売上増により、売上高は27億23百万円（前期比

6.0％増）、売上総利益は1億88百万円（同7.2％増）となり

ました。

　今後とも一層のご支援ご鞭撻を賜りますようお願い申しあ

げます。

株式会社ソフトクリエイト 
代表取締役会長　   　  　林　勝

事業の概況
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■■■ 純資産　■■■ 総資産

※平成20年3月期から連結財務諸表を作成しているため、比較有用性の観点から、平成19年3月期（個別）の数値を記載しております。

（1）経営理念等
　①企業ミッション

中堅企業並びに大手企業内部門に、最適なITソリューションサービスを、営
業・技術が一体となって提供し、顧客企業の成長と社会の発展に寄与する。
顧客企業にとって単なる「業者」ではなく、「ベストパートナー」であること
を目指す。

『ベストパートナーソリューションプロバイダ』。

　②コーポレートスローガン 
『Speed＆Change』
変化する時代への対応力と失敗を恐れないチャレンジスピリットをコンセプ
トとした当社企業スローガン「Speed & Change」のもと、常に時代の一歩
先をゆく事業展開を目指す。

　③経営指針
　　◦実利主義経営
　　◦環境変化への素早い対応
　　◦実績・実力主義

　④行動憲章 
　　◦誠実・公正な企業活動
　　◦従業員・人権の尊重
　　◦社会・環境との調和

（2）経営ビジョン
成長ビジネスであるソフトウェアプロダクトの開発及び販売に注力することで、
業績の伸長と収益性の向上を図り、「Webソリューションサービス」を基盤とし
た高収益会社を実現する。
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■構築サイト数

事 業 のごあん な い

■　構築サイト数

21/3期

475

19/3期

349

20/3期

413中堅・大手企業を
中心に

470サイト超の
実績

中堅・大手企業を
中心に

470サイト超の
実績

ECサイト構築パッケージ

～ECサイト「特価COM」の開発
　運営ノウハウから生まれた
　ECサイト構築パッケージ～

売り手

使いやすさ

買い手

購入の
しやすさ

追求

中堅・大手企業を
中心に

470サイト超の
実績

今後のキーポイント
CRM（メール配信等）・マーケティング・
運用コンサルティング等、付加価値サービスの充実

▶▶▶▶▶受注拡大

データセンター

シンプル

低価格

かんたん

～既存ネットワークのスイッチに
　差し込むだけで
　不正アクセスをブロック!!!～

～オフィス資産管理ソリューション
　“Assetment”を販売開始！～

総　務 経　理情報共有の効率化

システム連携

トピックストピックス

不正接続PC検知・排除システム

今後のキーポイント 販売パートナーの更なる拡大
   “AgileWorks”の製品機能強化

～ワークフローの使い勝手が
　劇的に変わった「まるで紙に書くような」
　革新的ウェブ入力フォーム～

～X-pointでは対応が難しかった
　ユーザー数1,000名以上の大企業に
　威力を発揮！～

内部統制システムの構築に効果 絶大絶大絶大

トピックストピックス

顧客ターゲット
・ユーザー数1,000名以上の大企業
・多拠点展開企業
・グローバル展開企業

顧客ターゲット
・ユーザー数1,000名以上の大企業
・多拠点展開企業
・グローバル展開企業

ソ
フ
ト
ク
リ
エ
イ
ト
は

よ
り
価
値
の
あ
る
ソ
フ
ト
を
ク
リ
エ
イ
ト
し
つ
づ
け
ま
す
。

・高度なセキュリティー

・大規模サイトへの対応

・24時間365日社員常駐
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科　目
当　期

平成21年3月31日現在
前　期

平成20年3月31日現在

資 産 の 部

流 動 資 産 3,818 3,638

固 定 資 産 1,769 2,086

有 形 固 定 資 産 249 260

無 形 固 定 資 産 228 145

投資その他の資産 1,290 1,680

資 産 合 計 5,587 5,724

負 債 の 部

流 動 負 債 1,685 2,076

固 定 負 債 183 161

負 債 合 計 1,869 2,238

純 資 産 の 部

株 主 資 本 3,743 3,549

資 本 金 840 840

資 本 剰 余 金 899 898

利 益 剰 余 金 2,132 1,939

自 己 株 式 △128 △ 128

評価・換算差額等 △88 △ 115

少 数 株 主 持 分 63 51

純 資 産 合 計 3,718 3,486

負 債 純 資 産 合 計 5,587 5,724

科　目

当　期
平成20年4月 1 日から
平成21年3月31日まで

前　期
平成19年4月 1 日から
平成20年3月31日まで

売 上 高 10,349 10,244

売 上 原 価 7,140 7,179

売 上 総 利 益 3,208 3,064

販売費及び一般管理費 2,143 2,049

営 業 利 益 1,065 1,015

営 業 外 収 益 36 49

営 業 外 費 用 26 1

経 常 利 益 1,075 1,063

特 別 利 益 ─ 0

特 別 損 失 427 57

税金等調整前当期純利益 648 1,006

法 人 税 等 310 415

少 数 株 主 利 益 11 11

当 期 純 利 益 326 579

連結貸借対照表 連結損益計算書
（単位：百万円） （単位：百万円）

連結財務諸表

　流動資産は、前連結会計年度末に比べ
て4.9％増加し、38億18百万円となりま
した。これは、主に債権の回収により受
取手形及び売掛金の減少が4億6百万円あ
ったものの、たな卸資産の増加62百万円
があったこと等によるものであります。
　固定資産は、前連結会計年度末に比べ
て15.2％減少し、17億69百万円となりま
した。これは、主に投資有価証券の減損
等により3億97百万円減少したこと等に
よるものであります。
　この結果、総資産は、前連結会計年度
末に比べて2.4％減少し、55億87百万円
となりました。

　流動負債は、前連結会計年度末に比べて
18.9％減少し、16億85百万円となりました。
これは、主に前受金が1億円増加したものの未
払法人税等が2億54百万円、買掛金が1億96
百万円減少したこと等によるものであります。
　固定負債は、前連結会計年度末に比べ
13.8％増加し、1億83百万円となりました。
　この結果、負債合計は、前連結会計年度
末に比べて16.5％減少し、18億69百万円と
なりました。

　純資産合計は、前連結会計年
度末に比べて6.7％増加し、37
億18百万円となりました。こ
れは、主に繰越利益剰余金が1
億95百万円増加したこと等に
よるものであります。
　この結果、自己資本比率は
65.4％となり、前連結会計年
度末より5.4ポイント向上いた
しました。

社　　　名 株式会社ソフトクリエイト
Softcreate Co., Ltd.

U　R　L http://www.softcreate.co.jp

設　　　立 昭和44年8月

上場年月日 平成20年12月19日
（東京証券取引所市場第二部：証券コード 3371）

資 本 金 8億4,083万円（平成21年3月31日現在）

社 員 数 257名（平成21年3月31日現在：子会社社員数含む）

事 業 内 容 『電子商取引を目的としたWebサイト構築などのITに関
する総合的なサービスの提供』
■ システムインテグレーション事業
  プロダクト系SIサービス／受託開発系SIサービス／

ネットワーク構築保守サービス／市販パッケージソフ
ト提供サービス

■ ITインフラ提供事業 

代 表 取 締 役 会 長 林 　 　 　 　 　 勝
代 表 取 締 役 社 長 林 　 　 　 宗 　 治
取 締 役 中 　 桐 　 雅 　 宏
取 締 役 林 　 　 　 雅 　 也
取 締 役 益 　 田 　 　 　 正
取 締 役 辻 尾 伸 賢
取 締 役 大 　 石 　 　 　 靖
取 締 役 遠 藤 忠 宏
取 締 役 阿 　 部 　 新 　 生
常 勤 監 査 役 笠 　 井 　 　 　 隆
監 査 役 花 　 水 　 征 　 一 

監 査 役 山 本 　 勲

本 社
〒150-0002　東京都渋谷区渋谷2-22-3　渋谷東口ビル
TEL：03-3486-0606（代表）　FAX：03-3486-0872
関 西 支 社
〒541-0054　大阪府大阪市中央区南本町2-2-9　辰野南本町ビル
TEL：06-6121-2811（代表）　FAX：06-6121-2812
連結子会社　株式会社エイトレッド
〒150-0002　東京都渋谷区渋谷2-22-3　渋谷東口ビル
TEL：03-3486-2812（代表）　FAX：03-3486-6203
http://www.atled.jp/

会社概要

役員（平成21年6月26日現在）

所在地

発行済株式総数 4,509,813株

株主数 2,681名

株主名 持株数（株） 出資比率（％）

㈲ テ ィ ー オ ー シ ス テ ム 655,890 14.74

林   　 勝 564,500 12.69

林   宗 治 484,248 10.88

林   雅 也 385,965 8.67

日本マスタートラスト信託銀行㈱  （信託口） 241,500 5.43

㈱オービックビジネスコンサルタント 215,300 4.84

日本トラスティ・サービス信託銀行㈱ （信託口） 130,700 2.94

㈱ セ プ テ ー ニ ・ ホ ー ル デ ィ ン グ ス 127,900 2.87

ソ フ ト ク リ エ イ ト 従 業 員 持 株 会 68,310 1.54

ビ ー ビ ー エ イ チ 　 フ ォ ー 　 フ ィ デ リ テ ィ ー
ロ ー ブ ラ イ ス 　 ス ト ッ ク 　 フ ァ ン ド 55,000 1.24

株式の状況（平成21年3月31日現在）

（注）自己株式60,440株を控除して比率を算出しております。

大株主（平成21年3月31日現在）

5 6

010_0340601302106.indd   5-6 2009/06/18   9:45:10


